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光源を用いた胸腔鏡による胸管可視化法を検討した（第 3 章）。  





ことから、リンパ流路の ICG の染色性には個体差と犬と猫の間の差があることが示唆された。 
 第2章では、犬におけるリンパ管造影CTと胸腔鏡を用いて ICGで胸管を描出する方法を検討した。
また、リンパ管造影 CT は、造影剤の投与部位についても検討を加えた。リンパ管造影 CT には臨床上
健康なビーグル犬 3 頭を、胸腔鏡には臨床上健康なビーグル犬 2 頭を使用した。リンパ管造影 CT は、
全身麻酔下でヨード造影剤 1.2 ml/kg を、個体別に直腸粘膜、膣粘膜または肛門周囲の皮下組織にそれ
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 第 3 章では、猫におけるリンパ管造影 CT と蛍光胸腔鏡で胸管を可視化する方法を検討した。また、
リンパ管造影 CT では、造影剤の種類および投与量についても検討を加えた。リンパ管造影 CT には、
臨床上健康な猫 3 頭を、胸腔鏡には臨床上健康な猫２頭を使用した。リンパ管造影 CT は、全身麻酔
下でヨード造影剤イオヘキソール（300 mgI/ml）またはイオパミドール（300 mgI/ml）1.2 ml/kg ま







酔下で、ICG 1.8 ml/kg を肛門周囲の皮下組織に投与し、5 分間マッサージを行った。胸腔鏡下の可視


























また、リンパ管造影 CT は、造影剤の投与部位についても検討を加えた。リンパ管造影 CT には臨床上
健康なビーグル犬 3 頭、胸腔鏡には臨床上健康なビーグル犬 2 頭を使用した。リンパ管造影 CT は、
全身麻酔下でヨード造影剤を、個体別に直腸粘膜、膣粘膜または肛門周囲の皮下組織にそれぞれ投与









 第 3 章では、猫におけるリンパ管造影 CT と蛍光胸腔鏡で胸管を可視化する方法を検討した。また、
リンパ管造影 CT では、造影剤の種類についても検討を加えた。リンパ管造影 CT には、臨床上健康な







囲の皮下組織に投与し、5 分間マッサージを行った。胸腔鏡下の可視光では、胸管内への ICG の流入





















 第 1 章では、肛門周囲の皮下組織に色素を投与し、開腹下で染色性の個体差と、犬と猫の違いを調







ICG の染色性には個体差と犬と猫の間の差があることを導いた。第 2 章では、リンパ管造影 CT は簡
便に犬のリンパ流路の全体像を把握することができ、胸腔鏡では胸管の観察が可能であることを明ら
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ンパ管造影 CT と蛍光胸腔鏡を組み合わせることで、胸管結紮手術を確実に実施できると考えられた。
今回開発したリンパ管造影 CT と胸腔鏡の組み合わせによるリンパ流路を可視化する方法は、小動物
の乳び胸の外科治療に貢献すると結論している。 
 
6）参考文献 
 本研究において論旨の構築に必要な文献が適切に引用されていた。 
 
3．審査結果 
 学位申請者である上條圭司氏は、簡便に犬と猫のリンパ流路を可視化する方法を開発した。リンパ
管造影 CT と胸腔鏡の組み合わせの臨床応用は、小動物の乳び胸の外科治療への貢献が期待できるこ
とから、本論文は博士（獣医学）の学位の授与にふさわしい業績であると判定した。 
